
実施状況
次のステップに向けて期待したい
内容

○理念の共有と実践

　地域密着型サービスとして
の意義を踏まえた事業所理念
をつくり、管理者と職員は、
その理念を共有して実践につ
なげている

○事業所と地域とのつきあ
い
　利用者が地域とつながりな
がら暮らし続けられるよう、
事業所自体が地域の一員とし
て日常的に交流している

○事業所の力を活かした地
域貢献

　事業所は、実践を通じて積
み上げている認知症の人の理
解や支援の方法を、地域の
人々に向けて活かしている

○運営推進会議を活かした
取り組み
　運営推進会議では、利用者
やサービスの実際、評価への
取り組み状況等について報告
や話し合いを行い、そこでの
意見をサービス向上に活かし
ている

○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連
絡を密に取り、事業所の実情
やケアサービスの取組みを積
極的に伝えながら協力関係を
築くように取り組んでいる。

○身体拘束をしないケアの
実践

　代表者及び全ての職員が
「指定地域密着型サービス指
定基準及び指定地域密着型介
護予防サービス基準における
禁止の対象となる具体的な行
為」を正しく理解しており、
玄関の施錠を含めて身体拘束
しないケアに取り組んでいる

○虐待防止の徹底

　管理者や職員は、高齢者虐
待防止法等について学ぶ機会
を持ち、利用者の自宅や事業
所ないでの虐待が見過ごされ
ることがないよう注意を払
い、防止に努めている

6 5

身体拘束についてはＧＨ職員の
みならず、法人職員も禁止意識
は高い。
フロア内エレベーターについて
は暗証番号制御されており、誰
かと共に外出して頂くシステム
になっている。外部内部の『身
体拘束．虐待について』の勉強
会に参加して自設で振り返り勉
強会を行っている。

事業所の｢身体拘束はしない｣と
いう認識とその方針は徹底した
ものがある。職員もその研修を
うけ充分で高度な知識をもち
日々の福祉支援に邁進してい
る。入居者が支援を拒むような
時には時間差やはなし掛けに工
夫を凝らすなどの対策をしてい
る。エレベーターは職員のみが
起動でき入居者の身の安全を確
保している。

拘束に繋がるミトン手袋や繋ぎ
服などは存在しない。入居者の
心理をよく研究し見守り支援に
徹している。自由でありたいと
いう人間の基本的欲求を満たそ
うとする事業所の方針に賛同す
るものである。

7

虐待の入り口には乱れた接遇が
あると考えている。言葉遣いか
ら始まる多種の接遇面を職員皆
が守る事が、ひいては虐待防止
につながると考えている。
虐待防止についての定期的な意
識向上を行っていき職員間で注
意しあう様にしている。

4 3

二ヵ月に一度行っている会議で
の意見や情報・提案などを踏ま
え、すぐに取り組めることは早
急に、検討が必要な場合は上位
会議で報告・相談して反映させ
て頂いている。

運営推進会議には市職員、包括支援
センター、民生委員、老人会、区長、
家族代表者、施設関係者からの出席
があり、かなり幅の広い人的構造を有
している。情報交換からくる意見や提
案もホームにとって有益なものが多
く、またその反映にあったての決定も
早い。

事業所の方針を家族にも理解し
てもらおうとする働き掛けには
意欲的なものがあり賛同した
い。この態勢はこれからも維持
継続され入居者の為の施設で
あってもらいたい。

5 4

市の職員とも、介護保険上の事
や加算に関する事、運営上に不
明な点を相談させて頂くとすぐ
に回答を頂けていることから円
滑な関係を構築させて頂いてい
る。研修等の情報も積極的に頂
き地域包括が実施された認知症
の研修などに参加した。

事業所の市に対する働き掛けとし
ては、事業内容についての相談事
や、方針なづについてのアドバイ
スを受けるなどがあり真摯なもの
がある。市からの信頼も厚く、福
祉研修の勧誘もあり、職員の介護
支援へのスキルアップにも繋がっ
ている。事業所が市との連携を深
めていこうとする積極的な姿勢が
窺えた。

市との綿密な連携から派生する
福祉サービス向上は、高齢化社
会にとっては不可欠の要素であ
る。事業所としてのこの態勢を
今後とも維持継続され、地域密
着型ホームとしての役割を担っ
て頂きたい。

2 2

職員と共に買い物へ出かけられ
る方は少なくなったが、新入居
者様も増え今後も地域に関わっ
て頂き近辺を知って頂く。近隣
のGHとの交流会には今も積極的
に参加している。

事業所と地域との付き合いで最も顕
著な取り組みは、入居者と近所の人と
の接触である。入居者の散歩時にも、
買い物をする時にも、常に挨拶を欠か
す事もなく地元のホームに対するイ
メージは明るい。また、グループホー
ム同士の交流会にも参加したり、ボラ
ンティア活動の招致にも熱心である。

入居者の外出する時間と機会をも
う少し考慮され、より多くの地元
との接点を増やせれば、それが事
業所同士との交流と相乗効果を生
み、地元のグループホームとして
の理解をより一層期待できるもの
と思われる。

3

運営推進会議や家族との話し合
いの中で、ＧＨでの取り組みや
認知症の方への関わり方法をお
伝えする事はあるが、地域の方
へとなると、貢献はまだまだ積
極的には出来ていない。

Ⅰ．理念に基づく運営

1 1

『自己決定を尊重し、その人ら
しい生活を支える』として理念
を掲げたことで、職員本位にな
らずに必ず入居者の立場になっ
てその方の想いを達成できる関
わりに努めている。会議の際の
必要時には職員に振り返って理
念を意識して業務に励んでいた
だいている。

理念の掲示版は各階のエレベーター
の昇降口近くの壁に高く掲げられてい
る。この文字は入居者自身の自筆で
あるという。本ホームが常に入居者の
立場に立って支援していくという、強い
信念の現れであると窺い知る事がで
きる。本事業所の福祉サービスに対
する基本方針を明確に表示したものと
いえる。

職員が毎日勤務しようとする時
間前に、理念の唱和を行う事に
より、より一層の深い再認識を
得られるものと思われ、一考さ
れて頂きたい。

ホーム名：グループホームあおやま2F

自
己
評
価

外
部
評
価

項目

自己評価 外部評価

実施状況



○権利擁護に関する制度の
理解と活用

　管理者や職員は、日常生活
自立支援事業や成年後見人制
度について学ぶ機会を持ち、
個々の必要性を関係者と話し
合い、それらを活用できるよ
う支援している

○契約に関する説明と納得

　契約の締結、解約または改
定等の際は、利用者や家族等
の不安や疑問点を尋ね、十分
な説明を行い理解・納得を
図っている

○運営に関する利用者、家
族等意見の反映

　利用者や家族等が意見、要
望を管理者や職員並びに外部
者へ表せる機会を設け、それ
らを運営に反映させている

○運営に関する職員意見の
反映

　代表者や管理者は、運営に
関する職員の意見や提案を聞
く機会を設け、それらを反映
させている

○就業環境の整備

　代表者は、管理者や職員
個々の努力や実績、勤務状況
を把握し、給与水準、労働時
間、やりがいなど、各自が向
上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めてい
る

○職員を育てる取組み

　代表者は、管理者や職員一
人ひとりのケアの実際の力量
を把握し、法人内外の研修を
受ける機会の確保や、働きな
がらトレーニングしていくこ
とを進めている

○同業者との交流を通じた
向上
 代表者は、管理者や職員が同
業者と交流する機会を作り、
ネットワークづくりや勉強
会、相互訪問の活動を通じ
て、サービスの質を向上させ
ていく取組みをしている

14

近隣ＧＨとのつながりを持つた
めに『グループホームの集い』
に参加している。一ケ月に一度
は管理者・計画作成担当者の集
まりがあり、入居者・職員の交
流の月もあり、それに参加して
いる。職員同志の意見交換の場
にも参加する職員が増えて来
た。

12

春に人事考課を行っていたが、
今年度より7月に変更となる。自
己評価や直属上司による一次考
課、管理上司による二次効果を
行い、正当な評価が受けられる
ように取り組んでいる。考課表
を示す事で職員自身も何をすべ
きことなのかを把握できる効果
がある。

13

ＧＨには学習委員を設置してお
り、自主研修・他事業所との合
同研修を定期的に行っている。
隣接している青山病院その他グ
ループ事業で行われている参加
可能な研修にも進んで足を運ん
でいる。今年度職員はバリデー
ションの研修に全員受講してい
る。

10 6

上記にあるように疑問・提案・
苦情があればすぐに連絡頂ける
関係性はある。事業所で回答が
難しい場合は上位会議にて議題
としてあげている。
早急な対応で解決に繋げてい
る。玄関先には意見箱を設置し
ている。

事業所の方針は家族の意見や要望
を取り入れ、入居者の為の福祉施
設であろうとする事である。家族
訪問時には常に近況を話し、それ
を踏まえた上で、要望や提案など
の方向に話しを進展させていく。
本ホームと家族との関係は常に信
頼の上に成立している。

開かれた福祉施設である為に、
極力家族の要望を取り入れよう
とする努力がなされている。今
後とも、この運営方針を堅持さ
れ、入居者の為のよりよい施設
運営にあたられる事を望みた
い。

11 7

月に一回、フロア単位の会議と
ＧＨ全体の会議を開催してい
る。会議一週間前には職員個々
に議案を提出してもらい、回答
を集め、皆の意見が会議内です
ぐに話し合える状況を作ってい
る。正職員やパートの意見が同
等に扱われるように上位職は心
がけている。

各フロア会議では、介護支援に
あたっている職員全ての意見が
対等に扱われ検討されている。
これはＧＨ全体会議でも同様で
ある。職員の意見を取り入れ，
運営に反映さそうとする事が、
入居者の為のホーム作りにも繋
がりやすい。

事業所と職員との良好な信頼関
係は、入居者への福祉支援にも
影響を与えており、よりよい地
域未着型グループホームとして
の役割も大きい。この密接で良
好な信頼関係の存続を、これか
らも維持継続させて頂きたい。

8

ニ名の入居者が後見人制度を利
用されている。弁護士との連絡
もこまめに行っており関係性は
円滑である。ただ、後見人制度
そのものには学習不足は否めな
いことから、さらなる知識向上
が求められ今後の課題にも成
る。

9

契約書・重要事項説明書を踏ま
えた説明でご了承いただいてい
る。料金や加算の変更について
も即時入居者家族に連絡しご了
解いただいている。疑問が出れ
ばすぐにご連絡頂ける関係性も
構築できている。



○初期に築く本人との信頼
関係
 サービスの利用を開始する段
階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳
を傾けながら、本人の安心を
確保するための関係づくりに
努めている

○初期に築く家族等との信
頼関係
 サービスの利用を開始する段
階で、家族等が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳
を傾けながら、本人の安心を
確保するための関係づくりに
努めている

○初期対応の見極めと支援

 サービスの利用を開始する段
階で、本人と家族等が「その
時」まず必要としている支援
を見極め、他のサービス利用
も含めた対応に努めている

○本人と共に過ごし支えあ
う関係
 職員は、本人を介護される一
方の立場に置かず、暮らしを
共にする者同士の関係を築い
ている

○本人と共に過ごし支えあ
う家族との関係

 職員は、家族を支援される一
方の立場に置かず、本人と家
族の絆を大切にしながら、共
に本人を支えていく関係を築
いている

○馴染みの人や場と関係継
続の支援

 本人がこれまで大切にしてき
た馴染みの人や場所との関係
が途切れないよう、支援に努
めている

○利用者同士の関係の支援

　利用者同士の関係を把握
し、一人ひとりが孤立せずに
利用者同士が関わり合い、支
え合えるような支援に努めて
いる

○関係を断ち切らない取組
み
　サービス利用（契約）が終
了しても、これまでの関係性
を大切にしながら、必要に応
じて本人・家族の経過をフォ
ローし、相談や支援に努めて
いる

21

ＧＨ自体の建物が広くない事も
功を奏してか、入居者は一応に
してリビングに出て来られる。
入居者様同士でTVの話題で話が
膨らむ場面もよく見られる。

22

過去に退居された方であって
も、法人として、またＧＨ職員
として関わっていることは少な
くない。家族様がホームで過ご
された時間を懐かしんで頂き時
としてGHに訪れお話をされる方
もおられる。

19

家族の訪問は多い。毎日昼食の
介助に来て下さる方や、大きな
行事には多数出席して下さるな
ど協力して頂いている事は多
い。家族との繋がりをいつまで
も持っていただけるように関
わっており、家族もそれに応え
て下さっている。

20 8

近隣にお住まいの方が多いこと
からか、友人の面会も多い。
誕生日に昔懐かしい店に食事に
出かけるなどのレクリエーショ
ンを行っている。
シルバー対象の旅行会社を利用
して日帰りでのお出かけされる
方もおられ楽しみにしておられ
るようになった。

職員は入居者一人ひとりの馴染
みの場所や人を把握し、話題の
中にもそれらを取り入れ入居者
の心に充足感を与えている。誕
生日には外食に出かけたり、寿
司やケーキを出したりして楽し
んでもらうようにしている。中
には身内だけで外出を楽しまれ
る方もいる。

入居者は思い出話しを聞かされ
る事により心は快活になってい
く。これからも、人生の先輩者
に対する温かい思いやりのある
心の支援を望みたい。

17

入居時には生活歴を聞き、その
方の今ある状況を受け止め、そ
の方に合った支援を提供するよ
う心掛けている。直後は絶えず
家族と情報交換を行い、ケアの
見直しや展開を相談、連絡をし
ている。

18

調理・掃除などの家事について
は積極的に協力して頂いてい
る。自立支援の観点でもある
が、「共に力を合わせて暮らし
ている」ということを入居者に
もメッセージとして表したいた
めの取り組みである。

15

入居時のアセスメントはもとよ
り、家族にも協力して頂き、そ
の方の想いを教えて頂くような
用紙を用意している。
職員は入居者ごとの担当者を決
めており、その方の想いが聞き
だせるための馴染みの関係が築
けるように心がけている。又他
の職員からの意見も取り入れて
安心して生活して頂けるように
心掛けている

16

入居時では家族の状況・不安・
要望を必ず聞き取っている。入
居直後は特に家族への情報提供
は欠かさない。上記にある入居
者ごとの担当者が月に一度『あ
おやま便り』という手書きのお
手紙を写真を添えてお渡しして
いる。

Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援



Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方
の希望、意向の把握に努めて
いる。困難な場合は、本人本
位に検討している

○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染み
の暮らし方、生活環境、これ
までのサービス利用の経過等
の把握に努める

○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし
方、心身状態、有する力等の
現状の把握に努めている

○チームでつくる介護計画
とモニタリング

本人がより良く暮らすための
課題とケアのあり方につい
て、本人、家族、必要な関係
者と話し合い、それぞれの意
見やアイディアを反映し、現
状に即した介護計画を作成し
ている

○個別の記録と実践への反
映

日々の様子やケアの実践・結
果、気づきや工夫を個別記録
に記入し、職員間で情報を共
有しながら実践や介護計画の
見直しに活かしている

○一人ひとりを支えるための
事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々
に生まれるニーズに対応し
て、既存のサービスにとらわ
れない、柔軟な支援やサービ
スの多機能化に取り組んでい
る

○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えて
いる地域資源を把握し、本人
が心身の力を発揮しながら安
全で豊かな暮らしを楽しむこ
とができるよう支援している

○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希
望を大切にし、納得が得られ
たかかりつけ医と事業所の関
係を築きながら、適切な医療
を受けられるように支援して
いる

29

地域資源の利用については関わ
りは弱い。近隣のイズミヤへ買
い物には行くが、その他の近隣
施設を利用できているとは言い
難く、課題である。

30 11

訪問回診を受けられる方が多く
なってきたが馴染の掛かりつけ
の病院にも受診される方もおら
れる。定期的な健康管理が出来
ている。

従来からのかかりつけ医への診
察には、家族や入居者の希望が
叶えられている。特に専門医療
の分野にはその傾向が強い。全
般的にはホームの協力医である
青山病院の診察を受けている入
居者がほとんどである。

ホーム全体における入居者の健
康管理には信頼できるものがあ
り、この管理体制はゆるぎない
ものとして維持継続されて頂き
たい。

27

介護記録をきめ細かく記載する
とともに、情報メモという支援
記録と気づきが記載できる書類
を通じて職員間の情報共有を
図っている。それに基づくモニ
タリングを計画作成担当者は実
施している。

28

ＧＨの建物の一階部分が通所リ
ハとなっていることから、通所
リハのＰＴに相談できる環境で
あり、そのＰＴもフロアに来て
その対象者を直接に見たうえで
の動作訓練を職員にできる環境
である。

25

入居者ごとの担当者を設置して
おり、その担当者が会議にてそ
の方の心身状況の変化が見られ
れば発表し、全員が把握できる
状況を作っている。

26 10

家人の面会が多く、プランに反
映できるように会話の中での
ニーズを逃さないように心がけ
ている。月に一回行うフロア単
位の会議にて入居者のプラン見
直しの会議を設けている。チー
ムでのサポートを行うためにも
ほぼ全員からの情報発信をうな
がしている。

管理者や計画作成者はいずれも
認知症介護歴１４～１６年の経
験を有しており、基本的な支援
についてはよく熟知している。
当ホーム独自のフロア会議で
は、モニタリングされた家族の
意見や要素を取り上げられ、介
護計画作成に反映する為の努力
がなされている。

介護計画見直し時の課題の中に
は、長期的視野での解決を要す
るものもあると考えられる。こ
れからも、日頃の介護活動を通
して新たな模索をされ、スキル
アップへの向上に繋げられる事
を期待する。

23 9

理念に『自己決定を尊重し、そ
の人らしい生活を支える』とあ
ることから、ケアマネジメント
はもとより職員全員が入居者本
位のケアを前提に行動してい
る。又統一したケアができるよ
うに会議などで伝えている。

職員は入居者一人ひとりの個性
をよく理解しその人なりの態度
や表情を読み取りその人に合っ
た支援を心掛けている。本人の
意向を認める事は｢自己決定を
慎重する」という理念に合致す
るものであり職員はその認識を
深く自覚している。

職員同士は互いに情報メモを利
用しあい意見の交換と共有をは
かっている。この態勢を堅持さ
れ、これからも入居者の思いや
意向の把握に努められたい。

24

入居時のアセスメントは生活歴
や嗜好を教えて頂けるような用
紙も用意している。直接の情報
収集は当然行っている。



○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの
中でとらえた情報や気づき
を、職場内の看護職員や訪問
看護師等に伝えて相談し、
個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるよう支援し
ている

○入退院時の医療機関との
協働

利用者が入院した際、安心し
て治療できるように、また、
できるだけ早期に退院できる
ように、病院関係者との情報
交換や相談に努めている。又
は、そうした場合に備えて病
院関係者との関係づくりを
行っている

○重度化や終末期に向けた
方針の共有と支援

重度化した場合や、終末期の
あり方について、早い段階か
ら本人・家族等と話し合いを
行い、事業所でできることを
十分に説明しながら方針を共
有し、地域の関係者と共に
チームで支援に取り組んでい
る

○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に
備えて、全ての職員は応急手
当や初期対応の訓練を定期的
に行い、実践力を身に付けて
いる

○災害対策

火災や地震、水害等の災害時
に、昼夜を問わず利用者が避
難できる方法を全職員が身に
つけるとともに、地域との協
力体制を築いている

35 13

災害時対応マニュアルを職員は
周知していると共に、消防訓練
も定期的に実施している。風水
害発生時の対応も勉強会を行い
職員全員に意識を持って頂いて
いる。

年２回の避難訓練が実地されて
いる。内１回は消防署の立ち会
いがある。職員は入居者の避難
誘導について充分な知識と訓練
をしている。調理場では電磁器
具を使用しているので出火の可
能性はない。本ホームの正面が
消防署である立地条件の良さも
ある。

消火器やスプリングクラーも要
所に設置され防火に対する認識
も深い。出来得るならば避難訓
練において、入居者全員を含め
た屋外避難も考えられて欲し
い。

33 12

入居契約時に入居者及び家族に
対して、当グループホームにお
ける指針の内容を説明した上
で、入居者の重度化時及び急変
時には重度化対応について話し
合っている。また、ＧＨでの生
活継続が困難と思われる場合に
おいても適切な施設への転居を
提案させて頂くなど、入居者及
びご家族の意向を踏まえながら
話し合っている。

本グループホームでの基本的な
介護については、家族に充分な
説明をし納得された上で入居し
てもらっている。重度化に向か
い始めた段階で、最も適した施
設への紹介をし、入居者にとっ
てもより適切な介護と支援が受
けられるように配慮している。

ホームでの支援に難さが生じ始
め、ホームでの適切な介助も難
しい段階については家族と充分
に相談されている。これから
も、今まで通り家族と懇切丁寧
に話し合われて頂きたい。

34

隣接の病院内研修においても、
看護師・病院ワーカーが参加す
るような急変時対応研修があ
り、ＧＨ職員はそれにも可能な
限り参加してホーム内での勉強
会を行っている。

31

週に一回、隣接協力病院の看護
職員が入居者全員の病状把握・
相談・指導に来設している。訪
問診療に同席する事も多く、医
療との連携は円滑に取れてい
る。

32

医療法人が運営するＧＨである
事から隣接の病院との連携は円
滑である。医師・看護師のみな
らず、病院内の地域連携室から
の情報は個人情報に留意しなが
らも行われ、入退院についても
スムーズに対応させて頂いてい
る。



Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　

○一人ひとりの人格の尊重
とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、
誇りやプライバシーを損ねな
い言葉かけや対応をしている

○利用者の希望の表出や自
己決定の支援
　日常生活の中で本人が思い
や希望を表したり、自己決定
できるように働きかけている

○日々のその人らしい暮ら
し
　職員側の決まりや都合を優
先するのではなく、一人ひと
りのペースを大切にし、その
日をどのように過ごしたい
か、希望にそって支援してい
る
○身だしなみやおしゃれの
支援
　その人らしい身だしなみや
おしゃれができるように支援
している

○食事を楽しむことのでき
る支援

　食事が楽しみなものになる
よう、一人ひとりの好みや力
を活かしながら、利用者と職
員が一緒に準備や食事、片付
けをしている

○栄養摂取や水分確保の支
援
　食べる量や栄養バランス、
水分量が一日を通じて確保で
きるよう、一人ひとりの状態
や力、集会に応じた支援をし
ている

○口腔内の清潔保持

　口の中の汚れや臭いが生じ
ないよう、毎食後、一人ひと
りの口腔状態や本人の力に応
じた口腔ケアをしている

○排泄の自立支援

　排泄の失敗やおむつの使用
を減らし、一人ひとりの力や
排泄パターン、習慣を活かし
て、トイレでの排泄や排泄の
自立に向けた支援を行ってい
る。

○便秘の予防と対応

　便秘の原因や及ぼす影響
を理解し、飲食物の工夫や
運動への働きかけ等、個々
に応じた予防に取り組んで
いる
○入浴を楽しむことができ
る支援
　一人ひとりの希望やタイミ
ングに合わせて入浴を楽しめ
るように、職員の都合で曜日
や時間帯を決めてしまわず
に、個々に応じた入浴の支援
をしている

45 17

曜日・時間を決めず、その方に
聞きながら、気分の良い時に入
浴を楽しんでいただいている。
入浴回数を増やした方がふえて
入浴をっ楽しみにしておられ
る。

入浴の支援や介助についてはス
ケジュールによる画一的なもの
ではなく、その人の感情に即し
た寛容な方法を取っている。週
２～３回の入浴はその都度の洗
髪と、湯の入れ替えがされて、
入居者の健康と清潔さが維持さ
れている。

入浴に対する体調変化を考慮す
る気配りは賛同に値する。今後
ともこの方針を踏まえて、入居
者が清潔で明るく楽しめるよう
な、入浴支援をされるように望
みたい。

43 16

必要な方については排泄チェッ
ク表を作成し、その方に応じた
ケアを提供するようにしてい
る。出来る限りいつまでも布パ
ンツを使用し、トイレで排泄で
きるように職員全員が尽力して
いる。

職員は一人ひとりの排泄時の状
況をよく把握し、対応について
もよく共有しあっている。入居
者の自立支援として出来る限り
の看守りをし、その人なりの感
覚をとり戻そうとしている。排
泄チェック表も作成され自立支
援への必要な手段として利用さ
れている。

事業所は入居者各自が自立で排
泄できるような運動を考案さ
れ、時間をかけての支援の取り
組みをされる事を期待したい。

44

水分補給や食事形態の検討、医
師・看護師への相談・受診、家
族への相談などあらゆる視点か
ら予防に努めている。夜間帯ト
イレ誘導時にも水分補給を促し
ている。

41

食事については、委託業者がメ
ニュー作成と食材配達を行って
いる。その為、栄養管理につい
ては問題がない。個人的な食事
への留意については本人・家族
と共に話し合って決めている。

42

口腔ケアについては研修を通じ
て知識・技術の向上に努めてい
る。また、訪問歯科の医師・歯
科衛生士から教えをいただくこ
ともあり、それを実践してい
る。

39

パジャマで過ごす、ということ
がないように入居者に無理なく
声掛けし、ホーム内であっても
人と会える装いで過ごしていた
だいている。出掛ける時などに
化粧などして頂けるようなサ
ポートを行っている

40 15

食事に関しては開設以来、職員
が意識して入居者と関わってい
る。それにより入居者も炊事場
に立つことがステータスになっ
ている。炊事仕事の取り合いで
入居者間で諍いになる事があっ
たので、当番制で行って頂いて
いる。

給食専門業者のあじみ屋から食
材の配達を受けホームで調理を
して配膳している。専門家なら
ではの栄養バランスと食べやす
さの為、入居者には好評を得て
いる。入居者の中には調理の一
端に加わるなどして生き甲斐に
もなっている。

食事の時間には職員も入居者と
同じ食事を摂り、皆で和気あい
あいの時間を過ごしている。こ
の楽しい風情がいつまでも続く
ように願うものである。

37

飲みたい飲み物の選択、衣服や
野菜にかけるドレッシングの決
定など、自己選択・自己決定で
きる環境では、必ず自分の意思
を聞き、想いが反映できる生活
づくりを行っている。

38

理念に沿ったケアを皆が実践す
ることと、だれが主人公なの
か、を絶えず意識する事で入居
者本位のケアが実践できている
が、機会があるごとに職員と意
見の交換を行っている。

36 14

接遇に関しては職員に、介護す
る上での根本的な姿勢を教育し
ている。日々の中でも声掛け・
プライバシーの保護を十分注意
したケアを実践するよう努めて
いる。又スキルアップ研修にも
参加している。

入居者の人権意識を保護するよ
うな支援をめざしたいる。常に
人生の先輩者であるという認識
をもち話し掛けする時も名前を
呼ぶときも「さん」付けをして
いる。職員の入居者に対する排
泄時の察知能力は正確であり支
援スキルの程度の高さが見受け
られた。

プライバシー保護で最も困難さ
を伴うものは排泄時であろう。
職員のプライバシー保護の認識
は深く、支援スキルも評価でき
るものである。これからも、職
員同士で互いに啓発しあい、入
居者の人格とプライバシーの保
護に努められるようお願した
い。



○安眠や休息の支援

　一人ひとりの生活習慣やそ
の時々の状況に応じて、休息
したり、安心して気持ちよく
眠れるよう支援している

○服薬支援

　一人ひとりが使用している
薬の目的や副作用、用法や要
領について理解しており、服
薬の支援と症状の変化の確認
に努めている

○役割、楽しみごとの支援

　張り合いや喜びのある日々
を過ごせるように、一人ひと
りの生活歴や力を活かした役
割、嗜好品、楽しみごと、気
分転換等の支援をしている

○日常的な外出支援

　一人ひとりのその日の希望
にそって、戸外に出かけられ
るよう支援に努めている。ま
た、普段は行けないような場
所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力
しながら出かけられるよう支
援している
○お金の所持や使うことの
支援
　職員は、本人がお金を持つ
ことの大切さを理解してお
り、一人ひとりの希望や力に
応じて、お金を所持したり使
えるように支援している

○電話や手紙の支援

　家族や大切な人に本人自ら
が電話をしたり、手紙のやり
取りができるように支援して
いる
○居心地のよい共用空間づ
くり

共用の空間（玄関、廊下、居
間、台所、食堂、浴室、トイ
レ等）は、利用者にとって不
快や混乱をまねくような刺激
（音、光、色、広さ、温度な
ど）がないように配慮し、生
活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工
夫をしている

○共用空間における一人ひ
とりの居場所づくり

　共用空間の中で、独りにな
れたり、気の合った利用者同
士で思い思いに過ごせるよう
な居場所の工夫をしている

53

ハード自体が狭いことから、人
同士が関われる環境であはある
が、一人になれる場所は居室の
みである。もう少し小グループ
で関われるセミパブリックな空
間があればなお良かった。

51
電話取り次ぎ要望は少なく、掛
かってくれば取り次ぐ程度。希
望の方には対応している。

52 19

リビングの窓が大きく、駐車場
を挟んで幹線道路に面している
ことから日当たりが良く、木々
の色付きを見て頂けたり風を感
じて頂ける。季節の移り変わり
が分かる環境である。ホーム内
は清潔を保つようにして、居心
地が良い空間作りを行うように
心がけている。観葉植物や熱帯
魚の水槽を設置し入居者の癒し
になっている。

建物の構造上２～３階は同じ間
取りであり、共に大きな窓から
の採光でリビングは極めて明る
い。壁には季節風の作品が掛け
られ潤いが感じられる。リビン
グでは職員や入居者がごく自然
に寛いでいて親睦的で温かみの
ある空間が出来あがっている。

各階での空間作りのための良い
工夫を互いに採用しあい、入居
者の為のよりよい空間作りに邁
進して頂きたい。

49 18

その方の想いに添えるような外
出などの援助を行っている。家
族の協力を得ながら、短時間の
外出も行っている。外泊も行っ
ている。
月一回のペースでシルバー旅行
会社を利用した外出も定着して
いる。

入居者一人ひとりに合った外出
を行っている。ホームの菜園に
は毎日散歩に出かけ外気浴をし
ている。時には近くのスーパー
や図書館にも出かけ気分転換も
している。事業所は外出支援に
対してその必要性をよく理解し
ている。

これからも事業所は入居者の為
に可能な限り外出支援を企画さ
れ、外界とのかかわり合いをも
たれるような支援をされるよう
に期待したい。

50

基本的にはＧＨ内に個人での金
銭持ち込みは禁止させて頂きて
る。しかし外出時の買い物・飲
食や外食については前もって立
て替えなどで対応し、買い物が
楽しめる状況にはするように努
めている。

47

薬のしおりを確認して皆の薬に
ついての理解を深めている。服
用しづらい方には服用方法など
薬剤師の方に相談をしている。

48

個別プランには役割を位置付け
ており、「一緒に生活を作り上
げている」ことを実感して頂け
るよう、菜園活動や食事作り・
清掃など共同生活の中での役割
を持っていただいている。

46

就寝時間は設けず、自然と自身
から床について頂けるように心
がけている。昼寝については体
調に合わせているが居室でTVを
見ながら自分の時間を過ごされ
ている。



○居心地よく過ごせる居室
の配慮

　居室あるいは泊まりの部屋
は、本人や家族と相談しなが
ら、使い慣れたものや好みの
ものを活かして、本人が居心
地よく過ごせるような工夫を
している

○一人ひとりの力を活かし
た安全な環境づくり。

　建物内部は一人ひとりの
「できること」や「わかるこ
と」を活かして、安全かつで
きるだけ自立した生活が送れ
るように工夫している

55

フロア内は基本的にすべて自由
な空間である。新聞や雑誌を置
き、パズルやドリルがある。居
室には自分の趣味や好きな事に
通じる物を置いて頂く事で、自
分らしさ失わないようにして頂
いている。自分で新聞を取って
いるかたもおられTV番組をみな
がら楽しみにしている方もおら
れる。

54 20

居室は、タンスなどの家具も今
まで本人が使用していた馴染み
の物を置いて頂き、その場所を
自分の居場所だと感じて頂くよ
うに、また、使いやすいように
自由にレイアウトして頂いてい
る。食事の時は本人用の茶碗や
箸・コップを使用して頂いてい
る。自分が一人になれる居場所
を持たれ窓から景色を見ている
方もおられる。

事業所は可能な限り入居者の希
望に副った居室つくりに協力し
ている。馴染みの家具や置物、
食器、衣服などが持ち込まれて
いる。入居者は自分の思い出の
物がある事により、自分として
の落ち着きのある生活をしてい
る。

入居者自身が出来ない事につい
ては職員の手助けが必要であ
る。部屋の掃除やシーツの交換
など、これからも入居者の為に
恒久的で惜しみのない支援をし
ていただきたい。



Ⅴ　アウトカム項目

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

67
職員から見て、利用者はサー
ビスにおおむね満足している
と思う

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の３分の２くらいが
③利用者の３分の１くらいが
④ほとんどいない

63

職員は、家族が困っているこ
と、不安なこと、求めている
ことをよく聞いており信頼関
係ができている

①ほぼ全ての利用者と
②利用者の３分の２くらいと
③利用者の３分の１くらいと
④ほとんどできていない

68
職員からみて利用者の家族等
はサービスにおおむね満足し
ていると思う

①ほぼ全ての家族が
②家族の３分の２くらいが
③家族の３分の１くらいが
④ほとんどできていない

65

運営推進会議を通して、地域
住民や地元の関係者とのつな
がりの拡がりや深まりがあ
り、事業所の理解者や応援者
が増えている

①大いに増えている
②少しずつ増えている
③あまり増えていない
④全くない

66 職員は活き活きと働けている

①ほぼ全ての職員が
②職員の３分の２くらいが
③職員の３分の１くらいが
④ほとんどいない

64
通いの場やグループホームに
馴染みの人や地域の人々が訪
ねてきている

①ほぼ毎日のように
②数日に１回程度
③たまに
④ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療
面、安全面で不安なく過ごせ
ている

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の３分の２くらいが
③利用者の３分の１くらいが
④ほとんどいない

62
利用者は、その時々の状況や
要望に応じた柔軟な支援によ
り、安心して暮らせている

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の３分の２くらいが
③利用者の３分の１くらいが
④ほとんどいない

59
利用者は、職員が支援するこ
とで生き生きした表情や姿が
みられれている

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の３分の２くらいが
③利用者の３分の１くらいが
④ほとんどいない

60
利用者は、戸外の行きたいと
ころへ出かけている

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の３分の２くらいが
③利用者の３分の１くらいが
④ほとんどいない

57
利用者と職員が、一緒にゆっ
たりと過ごす場面がある

①毎日ある
②数日に１回ある
③たまにある
④ほとんどない

58
利用者は、一人ひとりのペー
スで暮らしている

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の３分の２くらいが
③利用者の３分の１くらいが
④ほとんどいない

56
職員は利用者の思いや願い、
暮らし方の意向を掴んでいる

①ほぼ全ての利用者の
②利用者の３分の２くらいの
③利用者の３分の１くらいの
④ほとんど掴んでいない


